
IV 平城京の遺物

発掘調査を通じて， 溝 ・井戸・ 整地土などから多数の造物が出土した。とくに，奈良時代一

条三坊十五坪内の SD485と， 平安時代の東三坊大路東側溝である SD650からは大量の遺物が

出土した。今回はこの時期をことにする 2条の溝の遺物を中心として，木簡 ・瓦埼類 ・土器 ・

漆器 ・木製品 ・銭貨 ・金属品他にわけでのべるζ とにするD

1木簡

A SD485出土木簡

SD485からは33点の木簡を検出した。以下で報告するのは，28点であるが，その多くは貫進

札であり，和銅 ・霊亀 ・養老など奈良時代初期の年号を記するもの5点をふくんでいるD また

エ進札のうち参河国のものが多いと とが注目される。

木簡1(PL.36) 表 二ゴ残四百口文 8.2XO.8XO.3cm 6081型式本

口口
上下，左右ともに欠損。表面右半部に文字をのとす。帳簿の断簡か。

木簡2CPL.36) 表 業毅論百 17.6x4.3XO.4cm 6081型式
(毅論)戸」

口口

上端の右側面は削りの調整面，左側面は割りさき。下端は切断するo 習書。 r楽毅論」は書 楽毅論

名で， 中国戦国時代， 燕の亜卿楽毅について貌の夏玄が論じたもの。 晋の王義之の書が小措法

'1'，ljとして重じられ，正倉院には光明皇后が書写した「楽毅論」が伝わるo

(保) (高木)

木簡3CPL.36) 表 コ口長口口口亡 10.0X2.2XO.5cm 6081型式

上下端は折損，左右は調整面。 5戸を保とし，1人の長をおく郷村組織の「保長」にあたり， 保長

大宝2年美濃国戸籍のように，五保と称 した可能性がつよい。葛木は人名であろう O

木簡4CPL.36) 表 参河閤額田郡謂我郷白米五斗 17. OX 2. 0 X O.4cm 6031型式 白米

ほぼ完形。白米五斗の貢進札。 r和名類衆抄JIとは「位賀」銀1)とみえる O
* 木簡の型式は『平城宮木簡-Jに従う 。今回
の報告にあらわれる型式をのべる。 011型式 :短

冊形で方頭。 019型式 :一端が方頭で，他端の原

形を失う。 021型式 :011型式に似るが，小形で短

い。 031型式 :両端の左右に切込みをいれる。032

型式 :一端の左右に切込みをいれる。 039型式 :

032型式に似るが他端の原形を失う 。051型式 :一

端を両側から削って尖らせる。 081型式 :原形不

明。091型式 :削り屑。 なお，最初の 6は奈良時

代をあらわし， 7は平安時代をあらわす。
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平城宮発掘調査報告VI

木簡5(PL.36) 表 参河園口多郡鴨田郷厚石里仁 14.3x2.1XO.3cm 6039型式

下端は折損。貢進札。郡名第 l字は判読不能。 r和名類来抄Jによると， 参河国でI[¥!;田郷が
あるのは額田郡である。

木簡6(PL.36) 表 参河園青仁 6.4X1.7XO.3cm 6081型式

裏 安得米仁

下半を欠く。 上端は原形l乙近い。米の貢進札か。君15名は 『事rr撰姓氏録』左京皇別下lζ 「青

海」 とあり ， r和名類衆抄Jの「碧海 (阿乎美)Jにあたるのであろ うo 安得は人名か。

(伴建)

木簡7(PL.36) 表 参河園八名郡片山里大口口仁二 15.8X1.3XO.6cm 6051型式

裏 庸米五斗和銅六年

庸米 下半を欠く。庸米の貢進札。人名にあたる部分は，;JJでJ科目 しているo r和名類緊抄J~ζ は

八名郡多米

里

片山里をのせていなしiO 賦役令計i限条によると，庸米は大糠として衛士 ・仕丁 ・釆女 ・女丁ら

にあたえられ，j雇役氏雇直lともあてられる。

(八)

木簡8(PL.37) 表 参河園口名郡神里飽仁 12.2 X 2.7 X O.4cm 6081型式

裏 和銅六年十月

下半を欠く。立進札。里名「神」は 「和名類衆抄」では「美和」と表記しているO 里の下字

を人名と考えると，飽田史，飽1Hz.，飽海などの姓であろう。

(踏)

木簡9(PL.37) 表 八名郡多米里多米部口庸米五斗 20.3X2.6X0.4cm 6051型式

裏 和銅六年

全体lζ腐蝕が著しく ，墨跡が薄い。上端は当初からの切断であり，国名を記さないが完形と

おもわれる O 庸米の貢進札。八名郡多米里は参河国lζ属する D なお，fiJ本の「和名類衆抄」で

多木里とするのは，多米里の誤りである ことがわかるD

木簡10(PL. 37) 表 参河園八仁 8.3x2.2X0.4cm 6081型式

裏 戸主若日下部馬仁二

若日下部 下半を欠く。 貢進札。若日下部 (わかくさかべ)は， r類来符宣抄』の永延2年 (988)7月
23日太政官符に 「八名邸主111長外従八位上若日下部首統忠」 とみえ，一族である ことがわかるO

CE) 
木簡11(PL. 37) 表 丹波園船井郡出鹿郷曽尼里秦人口口米

18.4x1.3XO.7cm 6031型式

右側面を欠損。米の~進札。 郡 ・郷 ・里という記載からみて 霊亀元年 (715)から天平12年

(740)までの郷里制施行期間中の頁進札とかんがえられるO 木簡12も同じであるO

木簡12(PL. 38) 表 吉備里海部赤麻呂米六斗 21.6x2.2XO.3cm 6032型式

哀 盛亀三年六月

完形。米の貢進本し。郷里~1; lj施行中の里であるため ， 吉仙里が属する国君1)は不明。
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VI 平城京の遺物

木簡13(PL. 38) 表

裏

淡路園津名郡賀茂里人

夫自由塑業三立弁六斗
(位) (部府)

27.5 x 3.4 x O. 8cm 

完形。中臣足嶋 ・山部2人に関する庸米の貢進札。 米1俵は5斗が普通であるが，

斗を 1依としたのであろう。人夫は唐招提寺文書-ゃ平城宮木簡にみえる用語。

木簡14(PL. 39) 表

裏-

(部)

コ口郷中口里仁
(謎)

口老七年七月十八日

上半と下半とを欠損するD 貢進札。

木簡15(PL.40) 表 コ口口口口口口口塩三斗

9 . 0 x l. 7 x 0 .4c m 

18.3xl.9XO.2cm 

上半と右側面を欠損する o .塩の貢進札口塩3斗は正丁1人の調の輪貢量。

(間)

木簡16(PL. 39) 表 口口口仁三 13.2 x l. 9 x 0.2cm 

裏 仁二コ良五口

下半は欠損。全体に墨痕が薄 く，判読が困難である。貢進札か。

(宵)

木簡17(PL. 39) 表 コ奴牌食料米一餅 12.7x2.9xO.5cm 

6032型式

乙れは6

6081型式

6059型式

6019型式

6039型式

上半は欠損。 奴牌lとは官に所属する公奴牌と個人に所属する私奴牌がある。 と乙でいう官奴

舛は，官田の耕作その他の雑役lζ駈使されるD 断的のため物品整理札か貢進札か決め難いが，

後者の可能性がつよい口尾張国 (天平6年)，但馬国 (天平10年)，大倭国 (天平2年〉の正税I[長

に「官奴牌食料」を中央へ進上した例があるO 乙の木簡では， 白米 (年料香米〉-庸米などの

貢進札にあらわれる 1俵 (5斗〉 の単位と異なる点が注目される。

木簡18(PL. 39) 表 仁二二二二コ
足[1!鳥三斗五升

白石村
24.8X3.3xO.4cm 6033型式

完形。ただし表面右半および裏面が剥離 し，判読不能の個所がある O 口石村は人名か。 貢進

札であろうか。

木簡19(PL. 40) 表

裏

コロ田郡口口口

コ王部亡二コC

コ仁

上下，左右とも欠損。表面は2行に書 くが，

10.5 x 3.3 x 0.4cm 6081型式

2次的lζ削りとられ判読できない部分が多い。

裏面lとは文字の左半部を一行のとすが判読不能。郡，郷の記載からみて貢進札であろうか。

木簡20(PL. 39) 表 丸子仁コ 口口 口 27.8 x l.1 x O. 3cm 6081型式

裏 口 仁コ 口

右半部および下端は欠損。全体lζ墨が薄 く判読が困難であるo 丸子(わに〉は姓であろう D
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平城宮発掘調査報告VI

(不葛)

習書 木簡21(PL. 84) 表 口口口第珊言侍椋

裏

(人相)

口相日下口飛口

首不用用主子

口口口口

口口口
成識口飛飛

(第)

景景口口口

口木凡

曲物の底板に習書 したもの。半部は破損。

木簡22(PL. 40) 表 口口
(綿)

口口
(有)

裏 口口口口口

ログド園

直径15.8cm

7.2X3.1XO.5cm 6081型式

上下，左右とも欠損。表面の2行は同じ文字。 裏面第 1行は左半部の字画をとどめる。

木簡23(PL. 40) 表 コ口口城城城城我我仁 17.4X2.3XO.8cm 6081型式

左側面lζ調整面をのとして欠損。城と我の習書。第 1・2字は視とも読めるo

(里)

木簡24(PL.40) 表 口口口口口口仁 13.5 X 1.3 X 0.3cm 6039型式

右側面と下半は欠損。左上端部に切込みがあり ，貢進札とおもわれる。

(七)

木簡25(PL.39) 表 コ口口口亡二 8.3 X 1. 0 X 0 . 3cm 6081型式

左側面のみ調整するo 文字の右半部を欠き，判読不能。

(物)

木簡26(PL.40) 表 口口口仁二二二二コ 12.0X2.5XO.3cm 6039型:rt

裏 大口

上端と右側面を欠損し，縦lζ 2折する。墨痕薄 く判読不能。

(料)

木簡z1(PL. 40) 表 仁二二コ口口口田口田 20.3 X 0.9 X 0.6cm 6081型式
(申)

裏 口口口口口口口口口口

左右側面と下端部を折損。 墨痕が薄 く，文字の l部を欠いているため判読不能。

木簡28(PL.4l) A面 論口 B面 祇 習E 9.8x5.8X4.8cm 

日程 八 、L(
窓口 苫主

C面 コロ 口 D面 口口口口
口義口 義 義亡コ
仁二二コ

直方体の一面を半円形lとえぐった角材の四面に習書 したものO
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W 平城京の遺物

B SD650出土木簡

SD650から発見 した木簡は，断片をふくめて33点ある。それらはSD650Aに限って存在 した

もので，SD650B IC属するものはない。 そのうち，注目されるものは告知札4点，物忌札1点が

あるD そのほか，宮司の帳簿とおもわれる木簡があり，遺跡の性格をかんがえる うえで重要で
(天〕

ある D また，告知札の1点に天長5年 (828)，伝票iζ口長7年(830)の年紀をとどめていること

から，SD650Aの年代を決める有力な手掛りにな っているO 以下ではそれらの うちから，24点

の釈文を掲げ若干の解説を付す。

木簡29(PL.42) 告知 往還諸人 走失黒鹿毛牡馬一匹番号2目白
件馬以今月六日 申時山階寺南花薗池透市走失也

九月八日
若有見捉者可告来山階寺中室自南端第三房之

99.3x7.3XO.9cm 7051型式

長い板の下端を尖頭形に削り，表面に墨書する白文意は 「往還の諸人に告知するo .定り失せ

た黒鹿毛の牡馬を捜してほしい。特徴は片目白で額が少々白い。この馬は今月 6日申時iζ，山

階寺(興福寺〉の南花園の池辺から走失 した。若し見捉えるものがあれば， U--l階寺中室の南端

告知札

から第3房の主まで知らせて欲 ししリ o 東三坊大路を往Jk1する人達に告知 した木札である o U--l 山 階 寺

階寺は興福寺の別称。 南花r~î池は「山階流記J 所引 の宝字記にいう「南花盛!四坊， 在池ー堤」

にあたり，同書所引の天平記によれば，乙の池を「佐努作技」とよんでいる。つまり，興福寺

伽墜に南接する花園四坊と池をさ している。現在の狼沢池である。興福寺中室とは，本来あっ

た三面僧房の東室に相当する建物であるO 興福寺では三面僧房の東側にさらに僧房を建て，こ

れを東室とよんだので，元来の東室は中室とよばれるようにな った。

(被硲爪)

木簡30(PL.42) (住送) 口口斑牡牛一頭 誌左右本口在歳六許
口口口口口告知
磨、告賜山遺郡長屋井門村 右牛以十一月ナけに コ聞給=
=人盆坐必 と可告給

87.6x5.0XO.7cm 7051型式

さきの木簡29と同形の木札である O 冒頭の五字は墨書があるが判読できなし'0 割書右行の第

1・2字は墨痕を欠く が，風化のため字形が突出しているため判読する ことができるo 左行の

日付の下は折損のため判読が困難であるD 文意は 「往還の諸人に告知するo 盗みとられた斑牛

1頭，特徴は左右に本爪あり， 六歳ばかり o 乙の牛は11月30日盗まれた。 所在をご存知の方

は，大和国山辺郡長屋井門村まで必ずお知らせ下さいJ0 長屋井門村は「和名類衆抄』に山辺 山辺長屋門

I~ß長屋郷 とみえ る O 東大寺の庄園であっ た長屋庄や興福寺の文書にみえる長屋中庄， 長屋東 ・ 村
西庄などはこの付近にあ ったとかんがえられるf とく に，興福寺大和国雑役免坪付帳にみえ

る西井殿庄という名は長屋井門村と関係 しよう白現在の天理市井戸堂に比定できょう o また，

「問キ給フ人益シ坐セパ必ズ必ズ告ゲ給フベシ」とい う用語用字は国語学史上貴重な資料。

牢 天暦4年11月20日 東大寺封戸荘園井寺用帳
「東南院文書~ 3-32 延久2年9用20日興福寺大

和国雑役免坪付帳「平安遺文J9巻 4639，4640号
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木簡31(PL. 42) 

亡 右馬以今月一日辰時依作物食損捉立也市至干今日未来其主
告知捉立鹿毛牡馬一匹 (毛〉

J験額髪口 二コ件馬口可来仁二二コ口口天長五年四月四日

113.4 x 5.1 x O. 75cm 7059型式

木簡29とほぼ同形の木札。最長の木簡であるが，塁が薄くて判読不能の個所が多し1。文意は

天長5年 「告知す， 捉え保管 しています鹿毛の牡馬一匹。(特徴は判読できない〉。 この馬は今月 1日辰

時に作物を食い損じていたので捉えた。けれども今日 に至るまで持主が来なし iO 以下文意不詳

であるが，現在の保管者の所在や姓名を記するのであろう〉。天長5年4月4日」。

木簡32(PL.42) 表 告知往亡二 26.8X5.8XO.5cm 7019型式

さきの諸例と同形の木札断片。 冒頭の文字3字が判読できるが，以下は欠損している o

木簡33(PL.44) 表物忌 14.0x3.3X0.4cm 7039型式

上端部を尖らし， 下端部は欠損する O 文言はこれで完結 しているとみてよい。 物忌札であ

物忌札 るO 物忌札は喪家の入口にたてた り，死者の枕許に置いて魔除けとするD 元興寺極楽坊からは

中世の物忌札が発見された ζ とがあるfしかし，平安時代初期の例としてはいまのところ本例

が唯一であるo

(天) (七臨北)(垣)

木簡34(PL. 41) 表 口長口年二月二日口口間口口=

(小) 仁二二コ口口寛安良麻呂
=口黒万日楽拾駄 口 将領柴井県継 コ愛宕麻呂

口口口口口 二コ口麻巴
(愛)

37.2 X 3.3 X O. 3cm 7011型式

腐蝕するがほぼ完形。 上方右に小穴があるが 2次的な加工。文字の判読できない個所が多

天長 7年 い。天長7年 (830)2月2日，将領栄井真継以下のものと某物70駄が脱出北問垣を通過する証明

舎である場合と，某物70駄で「膝北間垣」を工作する命令書なのか決め難い。年月日が文頭に

くる点は注目されるD 栄井姓は宝色8年(777)4月，日置造蓑万Eら8人に栄井宿称姓を賜った

ととを初見とするO とのとき，栄井姓を賜った日 置造道形は，宝包4年2月，佐保川堤修理使

として活躍した o 将領栄井真継はiU形の後商あるいは一族とかんがえられよう r将似」は土
木工事の統卒者の意味であろう D

木簡35(PL.43) 表 コ加俵口定米拾捌餅九亡 22.3x4.5XO.5cm 7081型式

上下ともに欠損。左半部ICrl1Jく塁蓄がみえるが判読できない。米の出入lζ関する伝票風の木

簡であろうか。

* 難波俊成「元興寺極楽坊所蔵の児符をめぐってJ(元興寺仏教民俗資料研究所年報1968，p.30) 
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W 平城京の遺物

木簡36CPL.44) 表 絹牧下仁 7.4X2.7XO.5cm 7019型式

裏 口仁三

絹牧亡二

八月十口仁二

下部は欠損。上端は圭頭形に尖らせて整形。絹の収納に関する記録，又は題銭であろう o

木簡37CPL.44) 表 コ月対日工楽人 11.6x2.0XO.4cm 7081型式

上下ともに欠損 しているD 月日の下は文書の差出者名か，あるいは某月30日の工人7名を記

録したのであろう。

木簡38CPL.45) 表 口

口万日一口亡コー

裏亡ゴ亡コ一 己コ

16.8 X 1.8 X O.4cm 7059型式

(小十)

八人口仁口口口

上端と左側面を欠損。表は人名を二段に書 し，その下に「一」 と数え，合符を付 しているD

哀の左半部は剥離 して判読できないが，表と同 じく人名を3くのであろう o 八人は表記する人

名の合計か。下方の小字は文意不明。

木簡39CPL.43) 表

口口 柱人 目

賛 六人 D 
口8 円

帳簿風の断片であるo 杭苫-き。

木簡40CPL.44) 表 人 耳々目

裏 人々耳Ij

28.6x5.6X0.4cm 7081型式

10.2X2.7XO.5cm 7061型式

軌を欠いているが，題鍛の断片である O か]は 「将1名」釈書契lζ「別也，大詔:中央，中破別之 題 範

也」 とあ りいわゆる「割符」の乙とをいう。 r康照字典」では「仏家作詩日侭，作文目前」と
いい，僧呂の文章を荊という o 乙の木簡がいずれに屈するものか決し難いが，ii干.文書のような

ものの題銭である可能性がつよい。

木rm41CPL.44) 別'E;殿 10.8x 1.9XO.2cm 7031型式

物品付札。別当が所持する物i日[ζイ、jーしたのであろう O 月IJ当は本来本官のあるものが別にその 別当

乙とを掌ると とをいう o もちろん令にない。

木簡42CPL.44) 鹿宍 5.4X1.3XO.2cm 7021 ~型式

物品付札口宍は乾肉の窓口 J1g宍は当時の食用獣肉の代表的なものD 平城宮木町jにみえる。*

* r平城宮発掘調査出土木簡概報J4・5 1967， 1968 
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木簡43(PL.44) 参河園加茂郡上口郷口仁 15.2 x 2.4 x O. 6cm 7039型式

下半を欠く。貢進札。郷名第二字目は判読不能。 r和名類衆抄Jleも加茂郡lζ 「上口」郷は
見えない。

(密)

木簡44(PL.45) 表 波羅口多経巻 10.3 x 2.3 x 1. 2cm 7081型式
(波) (密)

長 勝須口羅口口
口口口
口口口巻巻

大般若経 下半は欠損。習書であり，経題「大般若波羅街多経」の一郎がみえるo

木簡45(PL.45) 口謹謹

左および下端を欠損。 訟字の習古:であろう o

11.0X3.1XO.3cm 7019型式

木簡46(PL.4U 表 コロ円
思リ 口 46.1X3.3X0.4cm 7081型式
口翁

主主

U 口口 口口 口
円口 口 口円円

上下 ・左右ともに欠損。横書きで表裂の文字の書き方は辺である。判読不能。

(彼彼)

木間47(PL.45) 表 コ仁口口口仁口

義 仁彼口仁口仁コ

上下ともに欠損。 上端部の内側に両側からの切込みがあるo また右側面にも10個所の切込み

11.6x3.0X0.4cm 7081型式

をおこなっている。仁と彼字の楽蓄。

木簡48(PL.45) 

習舎の削くずであるO

仁明貝貫 7091型式

;;1;. U 年
木簡49(PL.45) 表 口 :Hitu 

円円

裂 口

上下，左右ともに欠損。横吉:き。

13.7X1.4X0.4cm 7081担式

木簡50(PL.45) 

上下，左右ともに欠似。

コ下 3.0X1.1X0.4cm 7081型式

木簡51(PL.44) コ加 8.7X2.0XO.6cm 7039型式

上端欠。全体lζ挑痕があり墨書:が判読できない。

木簡52(PL.45) 一角清高一角ω口
6個の断片となるo 上方がjよがり，あるいは桧扇の断片lζ官当:したもの。
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2 瓦埼類

6AFB区から出土した瓦埼類のうち，もっ とも多数を占めるのは丸瓦と平瓦である。ついで

軒瓦が467点あり， そのほかに小量の鬼瓦 ・道具瓦 ・埼をふくんでいる。それらの%以上は，

A--E地区のSD650で発見 し， F--J地区の出土例は少ない。このため，瓦埼類から検出遺構

の年代などを直接導き出す乙とは困難であるD

A 軒丸 瓦 (PL.46--50)

軒丸瓦は201点あり， 30型式47種lζ分類するこ とができ るD

重圏文瓦として6011--6015がある o 6011は中央に珠点のない 3 重圏文 ， 各圏r~~は等間隔にめ 童圏文

ぐる D同型式が難波宮から 2極発見されているが同箔ではない 0* 6012は3重圏の中央に珠点を

配す。 出土例は多く 全体の 12.9~ぢを占めてい る o 3霊園の間隔によってA・C・Dの3種に区分

しうる。すなわち圏線を内から第 1圏忠良，第2圏線，第3圏線とよぶならば，Aは第 1圏線と第

2圏線との間隔が広い。Cは第2圏線と第 3圏線との間隔が広く ，第 3圏線が他よりも太い。

Dは各圏線の間隔がほぼ均等で， 第 1，第2圏紘が太い。なお，乙の型式では瓦当裏面lζ布目

痕を残す例が多 くあり ，軒平瓦6572と組み合うo 6015は中央に「右」の逆字を陽刻 した3童図

文。難波宮や長岡宮lζ同箔例がある。**

6126は新種で，素縁，珠文縁の単弁蓮華文。弁区よりも少 し突出した中房に1+ 6の蓮子を 単弁蓮華文

配 し，蓮弁は重弁風で外縁が直立する。 6130は線鋸歯文縁，珠文縁の単弁蓮華文である o A -

Bの2程があり Aが出土した。 中房に1+ 7の蓮子を配し， 内区に線刻の細手の単弁をお

き，各弁は中房にとりつく 問弁で分離されている o 6133は素縁，珠文縁で内区lζ菊花状の単弁

を配する o 12種lζ細分されているが， D.C-H・Mが出土した。 乙の4種は外縁と内縁を画す

る圏線がない点で共通するが，蓮子と珠文の数が相違することによって区別できる o 6134も線

鋸歯文縁，珠文縁の単弁蓮華文である。瓦当面が平坦で，弁は問弁によって分離されている。

蓮子の数によってA ・Bにわかれるが，Bはず「程である o 6138は線鋸歯文縁，珠文縁の単弁蓮

華文であるO 弁端がまるく ，問弁端部が三角形を呈 し，蓮子と珠文が高 く突出する o 6程lζ細

分されているが，そのうちB・Fの2植が出土した。 2fTIは蓮子の数を異にする ほか，Fが小

型であるD なお，Bは音如ヶ谷瓦窯で製作され，Fは大安寺に同箔例がある。***

6225--6228は 2童図線縁の軒丸瓦である o 6225は凸鋸歯文縁， 圏~0~縁の復弁蓮華文であ

り，弁端が尖がるAと弁端のまるいCの2極が出土した。 6226は紘鋸I羽交;縁で62251ζ比して小

型。 6227は素縁，圏線縁の複弁蓮華文である。A.Bの2~韮があり ， Bは新極で問弁を4弁ど

とに配置する。 6228は素縁，圏線縁の複弁蓮華文。全体lと小づくりで，弁端がまるい。

ヰ 重圏文軒瓦の型式番号は，難波宮跡の場合と
類似した番号となっているが，直接関係しない。
したがって型式番号が同じでも同型式の瓦とい
うことはできない。

材 難波宮祉顕彰会・研究会「難波宮却1:の研究5-2J

1965，p.1小林清「長岡宮の新研究6J 1972， P. 52 
林*音如ヶ谷瓦窯例は藤沢一夫「造瓦技術の進展」
(日本の考古学vl 1967， p.306)奈良県教育委
員会「奈良山J1973 大安寺例は 「大安寺発掘
調査概要JC奈文研年報1967，P.l) 
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6235は系縁，珠文総，佐弁蓮華火で、ある o 4 Hあり，京大寺式ともよばれるo そのうち蓮子

と珠文数で区分されるA・B・Dの3極が出土 した。とくにDは磨滅が顕著で瓦当面に箔の木目

が浮きでている0*6236は素縁，珠文縁の複弁蓮華文である o A・Bの2桓があるが，Bが出土

した。Bは中房が大きく ，弁区よりも低い。さらに子葉を画する弁の中心線がなく ，細い問弁

が内区と外区とを画する圏線に接しているo

6282--6291は問弁が独立せず，界線となって蓮弁の周凶をめ ぐるo 6282は9種あり，祖型と

なるAを除くほかはすべて中心蓮子が大きし可。 B・F・G・Hの4程が出土 した。 Bは蓮弁が短

く，弁区全体に依りあがりがある。F・Gはよく似るが，Fの瓦当面が偏平であるのに対し，

Gは盛りあがり，蓮子の配置を異にする o Hは椛成がJdJ:jれ，蓮弁と問弁がは っきり と分離 しな

い部分があるo 6284はおit鋸歯文縁，珠文縁，複弁蓮辛文であるo 3桓あるがCが出土した。c

は蓮弁の盛りあがりがなく ，周平であるo 6285は中!万が小さく，弁が細長い。内区の全面に掠

りあがりがあり，中JA-はわずかに凸ilfiをなす。 6291は問弁がほとんど蓮弁の輪郭に平行してめ

ぐる。弁区lζは出りあがりがあり，周縁l乙1条の隆起線をめぐらす。 6285，6291はともに恭仁

京に類例があり ，~jt成ははなはだ堅紋である D

興福寺式 6301は紋鋸歯文縁，珠文縁，復弁蓮華文で，興福寺式ともよばれる o 3程あり，小型のB・C

平安時代の
軒丸瓦

の2程-が出土 したo Bは蓮子 1+5+9，鋸I止J文30，瓦当哀而l乙布目痕をとどめるがjが多い。**

Cは蓮子 1+5+10，釘歯文30。ともに珠文は20である。6303にはA・Bの2極ある。し1ずれも中

尻ーがやや突出し ， 凸面をなす。問弁・は蓮弁~li;1rl却に平行させて界線とするD その うちAが出土し

たが，Bと比べて蓮弁の盛りあがりがつよく ，弁端が尖る。新極であり同箔例が船橋造跡と難波

宮にある。*牢*6308は，小j巴の突出した中房から細い弁がでる線鋸歯文縁，珠文縁，複弁蓮華文

である o 各弁は盛りあがりがあり ， 弁と子~ とは肉彫り風に表現する O 外縁は内母する斜線で

あり ，上端は平坦面をなす。斜縁と平j旦面との境には 1条の隆起線がめ ぐり，線鋸歯文がこれに

接する o A • Bの2秘あるが，その差は小さい。 Aは中日が弁区よりもやや低いが，Bは'-jJ房

が突出し蓮子の配置を異にする o 6314Aは線鋸I:E'文縁，3:公文縁，弘i弁蓮華文の小型瓦である O

6316は線鋸歯文縁，珠文縁，複弁蓮華文であるo 問弁がなく，各プf-が密接 し子葉を分ける弁

の'-r，L，、総がない。 9租あるが，AとFの2砲が出土した。 2桓の追いは蓮子の数にあるが，F 
では弁端が内外を画する界線iζ捜している。 6320は凸鋸歯文縁， 珠文縁で 24の単弁を配す

る。類例は高麗寺， 山7IT国分寺， 薬師寺，}.Ej召J是寺にある。料**6348は線鋸歯文縁，唐草文

縁，枚弁蓮華文。 突出した 中房lζ 1+ 8の蓮子を配し，外区内縁に左回りにめぐる }g平文を

配置する D 類列は法~l'(寺 ， 法隆寺東院にある。料**本

7243は菜縁，珠文縁，'複弁蓮11主文。突出した'1コ房lζ蓮子 1+ 8を配する。j3J弁は先細りの佐

弁で ， 弁の~.コ心を画する jiiiがなく ， 問弁を蓮弁の il倫宇Iqζ あわせてめぐらす。珠文縁の内外に配

する界線は細い。新型式である o 7251は素縁，珠文縁，複弁蓮華文。半球状lζ椛りあがる中房

* 奈良六大寺大観刊行会 『六大寺大観興福寺』
1969，p.73に6235-Dが収録されている。

** r興福寺食堂発掘調査報告J(奈文研学報第
7冊 1959，p.17)

***大阪府教育委員会「河内船橋追ー跡山上造物の
研究J(大阪府文化財-調査報告書8 1958，p.37)

難波宮祉顕彰会 ・研究会 『難波宮I止の研究6
1970，p.108 
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1938， p.201・p.229 薬師寺については石田茂

作「伽藍論孜J1948， p.122 
材料*法華寺は，岩井孝次「古瓦集英J1936 凶
版23 石田茂作 「伽藍論孜」図版20 法隆寺東
院は石田茂作『飛鳥時代寺院j止の研究J1936 
図版112，P. 218 
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に1+5の蓮子を置く。蓮弁は細い輪郭線で1mみ，高 く盛りあがった弁の中央に 2枚の子葉を

彫っているD 外縁は内轡する斜縁であるD 類例は大安寺にあり，新型式である0*7283は素縁，

珠文縁の蓮華文で，弁区よ りも一段低い巾房と界線でかとむ複弁を配する。同箔例は法華寺に

ある。 7297は素縁，珠文縁，単弁蓮華文。中房と弁区，弁区と珠文帯を画する界線が太く ，蓮

子と珠文も大きい。外縁は直立する素縁。新型式である。 7349は外区に右回りの唐草文を配す

るD 単弁13弁蓮華文。弁区にくらべて低い中房には，6弁の蓮弁を配する。いずれも焼成が悪

く，軟質で大部分の瓦当面は磨滅 しているO 軒平瓦7734型式と組み合う。不退寺式と称される

もので，F--J地区で集中的に出土した。**

B 軒平 瓦 (PL.46・47・51・52)

Iji下平瓦は266点あり ，25型式33tilltc分類する ζ とができた。

幾何学文系の瓦と して，6555， 6572， 6574があるo6555は5重弧文であり，段顎部を辛うじて 重 圏 文

とどめる。 6572は重圏文で，2種lとわかれるoAt乙は段顎のものと直線顎のものとがあるoBは

Aよりも圏線の間隔が広く ，新種である。6574は内側の圏線内に，さらに 1本の孤線をおく D

6640， 6641は偏行唐草文である。6640は右から左へ流れる偏行唐草で，上外区lζ珠文，脇区

と下外区に線鋸歯文を配するo6641は左から右へ流れる偏行唐草文。上外区に珠文，脇区と下

外区lと線鋸歯文をおくが，鋸歯文は内外区を画する界線に接していない。

6663は圏線縁の均整唐草文で，9種あるoそのうちA・C.Fの3種が出土した。 Aは唐草文 均整唐草文

の左右が均整。 Cは左第2単位第1支葉を逆に し，右第3単位の第1支葉を欠く。 Fは唐草の

単位が分離し，巻きこみの強い唐草が上下の内外を画する圏線から派出するo6664は珠文縁の

均整唐草文で14種あるが，C. Hの2種が出土した。 Cは横位の純叩き目を付し， Hは唐草の

巻きとみが大きい。6667，6668は珠文縁，均整唐草文。6667は三葉状花頭形の中心飾が左右lζ

聞き ， 上外区の界線にと りつかない。 内区には左右に 4 単位の唐草文が展開する o 類例は新~

56寺にある。*** 6668は花頭形の中心飾の各先端が尖る O

6671は上外区と脇区に杏葉珠文 ， 下外区 ~c ~~~鋸歯文をめぐらす均整唐草文。 4 種あ るが， B 

.Dの2種が出土した。中心的iが上から下に巻き 乙む中心葉にかとまれる乙の種の瓦は，軒平

瓦6301型式と組合って興福寺の創建瓦とされているoなお6671Bには段顎と直線顎の 2種類が

あるが，Dは段顎である06675は変形三葉状中心的iから，左右に4単位の唐草が展開するo主葉

は連続 しており，6640， 664UC類似するO 第2単位主葉の巻きとみと第3単位主葉の聞に珠点

をおき，上外区lζ珠文，下外区と肪J区lζ線鋸歯文を配するo6681 A， 6682は中心飾の三葉形を単

線で表現 し，十字形をなす。 6681Aは圏線縁で，3程あるが，そのうちAが出土した06682は上

下外区と脇区に珠文をおくo6691Aは中心飾の花頭形を三葉につくるが，基部を単線であらわ

す。唐草は左右lζ 4単位展開し，外区と脇区に珠文を配する O 顎は曲線顎で焼成は堅徹であるO

6702は単線の中心飾花頭形がわずかにT字形に突出するo4種あ り，Dが出土した。硬直し

* 大岡実他「大安寺南大門，中門及び回廊の発
掘J(日本建築学会論文集50 1955，p.133) 

料 6320，7297， 7349各種は，いずれも，複弁く
ずれの単弁と理解して，型式番号を設定したも

のである「平城宮報告JIJp.60 
*料大阪府教育委員会「河内新堂 ・烏合寺跡の調

査J(大阪府文化財調査報告書12 1961， P. 26) 
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た3単位の唐草が左右に展開するが，各単位の大きさは均等でない。 6713は逆心葉形の中心飾

上端から主葉が連続する 4回反転の唐草が展開するo 外区と脇区には間隔の粗い珠文を配し

ているD 同箔瓦が法華寺 ・海竜王寺 ・大安寺にあるD

6721は中心飾の左右に 5単位の唐草を展開する珠文縁の均整唐草文である。 10種あるが，

B ・C・D・F・Jの4種が出土した。うち，D・Jは新種である o Dは中心飾の左下端部と左第

3単位唐草付近に箔の割れ目をとどめる。 Jはもっとも小さいもので，唐草の巻き乙みが大き

く，脇区にも珠文を配している。 6725Aは三葉状中心飾から 3単位の均整唐草文が展開する

が，各単位は連続せず唐草先端の巻きこみもほとんどない。外区，脇区に粗い間隔の珠文を配

している。との瓦は6236Aと組み合って，唐招提寺創建瓦とされている。*6726Cは唐草先端の

巻こみの強い唐草文で，珠文縁をめぐらす。上下外区の珠文は平行せず，千鳥に配しているo

第 I単位の唐草支葉の1枚が中心飾を包むように上方に曲る点は，6732との関連を示す。 6732

Iは東大寺式瓦の新種である D 他種とは外区の珠文の配置に相違がみとめられる o 6739の中心

飾は人字形につく る。中心葉は外側へ反り，左右lζ 3単位の唐草が展開するo 珠文縁の均整唐

草文であるD

飛雲文 6801は中心飾に「修」字をおく 飛雲文。飛雲文は左右から中心lζ向って，各3単位とする。

6802は飛雲の先端を上方に向ける飛雲文。類例が唐招提寺にある。**

7734は三葉状中心飾の基部が下外区の界線から派生し， 三葉は単線でなく木葉形に近い。 左

右lζ展開する 5単位の唐草は繊細で，先端の巻き こみが強い。外区と脇区に珠文をめぐ らす。

顎部は直線顎とするが，縄目叩き痕は不規則な横位で，瓦当面に接するまで痕跡をとどめるo 焼

成は軟質で，軒丸瓦7349と組む。 7769は中心飾を欠くが，興福寺食堂から類例が発見されてい

る。***それによる と， 中心葉は中心飾を囲まず，左右lζ1単位の唐草が展開するにとどまる。

外区 ・脇区に間隔の粗い珠文を配置する。

C 丸瓦 ・平瓦 (PL.52)

丸瓦 ・ 平瓦については ， じゅうぶんな調査を終えていなし ~o 丸瓦はすべて玉縁がつ き ， 行基

葺瓦はない。大きさは長さ35.5cm，幅14.2cm，厚さ1.7cm前後が普通である D そのほか，長さ

26cm程度の小型丸瓦が数点ある。平瓦の大多数は 1枚作りであるが，凹TJIiIと桶巻作りらしい模

骨の痕跡を残すものが少量ある。日面の叩き目はすべて縄目である D 長さ 36.0cm，広端111~26.

5cmのものが普通である O 平瓦の凸面iζ箆で線刻する特異な瓦が3点ある o 1は両i![lJ縁に約2

cmの帽を残し，内側に格子の箆描きをお乙なう 2は幅約0.6cm長さ約 1cm大の京IJ突を無数

K施す。 3は全面に格子文を描き，その 1自に花弁形をあらわす部分があり，各弁K円京IJ突を

おとなう。箆描きのある凸面に風化による磨滅がなく ，凹面が磨滅する。 葺きあげに際しての

すべりどめか。

文字瓦 文字瓦は3点ある o 1は「庚口」で，丸瓦の凹面下端に押印する刻印瓦。****2は「口市川

で，丸瓦の凹面下端lと押印する刻印瓦。3は「大」で，平瓦の凹面lζ箆書きしたものD

* r唐招提寺総合調査概要J(奈文研年報1961，
p.16) 

料 「六大寺大観唐招提寺J1969， p.43 
*** r興福寺食堂発掘調査報告J(奈文研学報第
36 

7間 1959，p.17) 

**** 同箔例は平城宮推定第二次内裏から出土し
ている。
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D 埠 (PL.53)

長方形素文j専は瓦製品で 4種ある o AIζは完形品がないが， 1~~ 15cm ， 厚 さ 8cmで I 尺の

方埼を半故に したものであろう o Bは幅21.5cm，厚さ5cmのもの。 cは幅14.5cm，厚さ8.8

cm，裏面が凹面をなす。 Dは ~I面 14cm ， 厚 さ 6 .5cm ， 表裏lと糸切りの痕跡をとどめるo

緑来由水波文埼などの施予由埼が8点ある。いずれも破片で緑粕の剥落が著 しい。胎土は精良で 緑紬水波文

4極lとわかれる o 1専aは2点。上面には平行する山形と不定形の螺線で荒磯文とも水波文とも 増

いうべき文様を箆描きするo 箆描きの後i乙和1薬をかける。周側面は，下面方向に斜めに箆削り

し，いわゆる“逃げ"をつくる。下面には布目痕を残す。全形は不明だが，一辺16.2cm，厚さ

3.5cmの方t専と思われるo なお 1点には「主」 字を箆書きする。 埼bは埼 aと同じっく りの

ものだが周側面に逃げをとらない。方埠b1と45
0
の隅角をもっ三角樽b2との 2点があ り，厚さは

それぞれ3.9cmと4.4cmであるが，平田形は不明。なお，埠b1の下面には「九条亡」の箆喜.き

があるo 1専Cは文様と緑紬をとどめないが，胎土から本来は施利されていたものとみられる O

4点あり，そのうちの 2点は方埠ないしは長方埠Clで，上面には約 1cm前後の間隔をおく平行

斜刻線を施している O 平行斜刻線は隅を 2分する対角線を境にして方向を異にするo しかしな

がら 1単位の平行斜刻線が場面を 2分するのか 4分するかについては明らかで、ない。 厚さ

4.2cm。埠Clに類するようであるが，上面lζ刻線がなく ，下面の対角線上に 1本の刻線を描 く

埠C2があるD 厚さ3.9cm，一辺18cm以上の方埠であろ うo他の 1点は45
0

のl潤角が復原できる

三角主専C3 で ， 側面にわずかな逃げをとる 0 fIJ.さ 4 . 2cm ， 全)~不明(f ig.27)。

E 鬼瓦 ・道具瓦 (PL.54)

鬼瓦は2枚出土した。いずれも奇怪な鬼面をあらわ しているo

鬼瓦Aは，上縁を円弧形にし下縁中央lζ半円形のくり形をいれるo 上縁に 1本，左右と下縁 鬼 瓦

には 2本の太い突線をめぐらす。鬼面は小づくりの肉彫り風にあらわし，全体lζ繊細の感を与

えるD 眼は細く鋭く斜上し，眉も同様につりあがる。眼尻と両眼の閉，さらに両眉の上には小

降起をつくるo 鼻柱は高く突出し，鼻孔が大きく開く。三角形の隆起で表現する頬骨も突出す

るD 口には門歯を上下各4枚，牙を上下各2本配し，歯は舌をかむ。細かい火炎状の頭髪をあ

らわす。眉聞に釘穴をつくるが，貫通していない。裏面はただ平坦面をなす。

鬼瓦Bは，半楕円形にっくり，下縁中央から半円のくり形をいれるo 下縁を除く周縁l乙]本文

をおき， その内側に鬼面をあらわす。鬼面は全体に大ぶりにっくり，各部分が著しく 突出す

るo 眼は円形にあらわし，眉は三角形の突起で表現する。鼻柱は細長く ，鼻孔は斜めに垂下す

るD 口の上顎に門歯4枚，太い牙2本をつく るD 下顎にも牙をおくが小さい。裏面は鬼瓦Aと

同様に把手をつく らず，平坦面をなすD

54斗瓦と面戸瓦 裂斗瓦は 1{9IJあるo 凹面lζ校骨の痕跡をとどめるが，側面は箆による調整 史斗瓦と面

のゆきとどいた半製斗瓦であるD 面戸瓦は数点ある o 完形の例では，凸面lζ細叩き目をとどめ 戸瓦

る丸瓦の左右を切りと った もので，丸瓦の両側面をとどめるo
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3土器

6AFB区の SD485とSD650から， それぞれ奈良時代前期と平安時代前期の土器を多量に採

集した。今回はそれらを一括資料として報告する。

A SD485出土土器 (PL.55--65，別表5) 

上述のよう に，SD485は4層に大別できる水路である o 共伴した木簡のなかに和銅6年(713)，

霊包3年(717)，養老7年(723)の紀年をとどめる貢進付札があり ，須恵器にも和銅の主号書がある

一 括 資料 乙となどから，との瀧が8世紀の初期lζ存続した乙 とはあき らかであるo 溝の堆積層序lζ対応、

土器の製作

技法

して土器を細分すべきであろうが，流路が層位をj究持してるため，地点によって土砂の堆積が

微妙に変化し， 層位ごとの適切な土器区分が容易でなかった。乙のこ とから，今回は溝出土の

土器を一括品として扱い以下の記述をおとなうと とにした。ただ形式的に新古を識別する 乙と

は可能であり，それについては別表5に表示した。

土器には土師器と須恵、器が圧倒的多数を占め， ほかに少量の施紬陶器 ・陶批 ・土 馬 を 混え

る。総量としては整理箱にして250箱程度の量であり，なかで、も I--H地区にかけて西側に分

流する部分から出土したものが多い。また，平塚2号墳北濠に形成された水溜り状の部分から

の出土も少なくない。保存は良好で，各器種とも製作技法などの観察にじゅうぶん耐えられるo

乙乙で用いる用語は，原則として乙れまでの報告書に従う o 新たに判明・した事実ある いは変

更する場合には，その都度新しい呼称を付するととに した。

成形技法 土器の下部から順次粘土紐を巻き上げて成形 し，表面に粘土の継目を践すものがあ

るD 土師器の杯 ・皿には木葉を回転の補助として利用 したものがある D 須恵器はロクロの回転

を利用 して成形する。ロクロから取り外す際に器の底部に箆を差込んで外しており，底部lζ渦

状の箆切り痕跡をとどめる ものがある。*

調整手法 成形時，もし くはその後に，撫で ・箆削り・箆磨き・刷毛目などの手法を用いて器

面を調整する o 撫では，布 ・皮などを移動させて土器の表面を整える。ロクロや回転台を用い

ずに水平方向に撫でる ものを横撫でといい，ロクロによる場合はロクロ撫でという D また，須

恵器の杯 ・皿 ・薫などの内面を多方向から撫でる場合はとくに乱撫でとよぶ。箆削りは器の厚

さを減じたり，平坦面をつくるために表面を削りとる場合であるD とくにロク ロの回転を利用

して箆削りをおこなう場合はロクロ削り という o 箆磨きは先のま るい工具で器の表面を磨研す

る場合で，その痕跡は幾条にも走行する。多孔質の器表を徹密化するこ とと， 装飾的な効果が

ある O 土師器に一般的にみ られる手法で，須恵、器ではまれである o 刷毛目は，柾目板の先端で

器の表面を撫でつけたものである。**土師器に限ってよび，同手法が須恵器にあ らわれる場合

はカキ目とよぷ乙とにするD

* 阿部義平「ロクロ技術の復原J (考古学研究
節目巻2号 1971， p.21) 
判別毛同の原体は，櫛状のものが想定されてい
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たが，横山浩ーの研究によって，柾目板の先端で
土器の表面をかきならした痕跡であることが判明
している。
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文 様 須恵器lζはとくに文様を施さないが，土師器lζは暗文を施す。暗文は先のま るい工

具で器の表面を押圧し，箆磨きの手法を用いてつけた文様である。杯 ・皿 ・鉢 ・議などに多く

みられ，放射状 ・連弧状 ・螺旋状などの単位文様を組み合せて表面を的iる。*

調整手法の細分 土師器の杯 ・皿 ・椀などの供膳形態の浅い器種では，器の内面と口縁部外国

を右まわりに杭撫でするものを原則とするが，それに続 く外面の調整手法には a'"""-'cの3子法

がある a手法，底部外面をとくに調整せず，成形時の凹凸iliiをとどめ，木葉痕や指頭痕を識

別でき るものがあるo b手法，底部外面lと限って箆削りをおとなう O 削りが徹底せず，木葉痕

や指頭痕をとどめる o C手法，底部から口縁端部に至る外面全体lと箆削りをおとなうO 乙れに

箆I1~ç き を加え るものがあ り ， それには 1 口縁部外面のみにお となう o 2 底部外面のみに

おとなう o 3 口縁部，底部ともにおとなう ものがある。以上のような撫でと箆削り ・箆磨き

の分類を組合すととによって， 土器外面の調整子法を ao・al・a2・a3・bo・b1・b2・b3・Co・Cl

• C2・C3!ζ細分するととができる O

土器の群別 土師器の供膳形態の大部分は，色調や胎土の差異から2m!ζ区別できる。 I群は 群別

賞制色を呈 し，きめの細かい胎土からなるものo II群は淡払j色を呈し 群よりやや粗い胎土

を用いるものである O との差異は，高杯や鉢において製作技法や形態上の差異と重複 してあら

われてくるO そのほかに I群 ・II群のいずれにも屑さないものがあるO

須恵器では4!l洋が識別できる o 1群は青灰色を基調とし，杯 .JITl類では底部外国K箆切り痕

をとどめるo 11群は青灰色ないしは青白色を呈し，JJ白土に黒色の物質を合む。乙の物質は強い

ロクロ撫でやロクロ削 りによ って崩壊 し，;13をぼか したような状況を呈しているo III群は淡白

色を呈 し，きわめて硬質で磁然に近い。IVi有は灰白色を呈し，軟質で焼きひずみがま った くな

い。 そのほか，以上の4貯のいずれにも属さないものがあるo

土師器CPL.55~ 57) 土Olli器には，杯A・杯B・IillA・ffilB・大JTIJ・皿C・椀A・椀c• fl~ A • 

tl~ B ・鉢A・鉢C・鉢D・主A・主B ・ 2~~c ・ 高杯A ・ ~ A ・ 小型査 ・ 杭瓶 ・ 恋 A ・ 斐 B ・恋

C ・斐X・琶などの符桓ーがある。

1 杯A C 1 ~17) 外傾する口縁部と平らな底部からなる。法呈によって，杯AI・杯AII・ 供膳用土器

杯AIII・杯AIVの4段階lζ区別できる O

杯AI C l~ 4) 口径21.2'"""-'20.1cm，高さ6.0'"""-'4.8cm。口縁端部のどさき とみの大きいもの

と小さなものがある o ao・a3・b1・b3の4手法がある o fI音文には螺旋晴夫:+2段放射町・文**を

お乙な うものと ，螺旋時文+1段放射附文+辺j弧町文をお乙なうものがある。なお，杯A1 b3tζ 

はH古文を施さないD 杯AII C 5 ~ll ) 口径22 . 8 '"""-'18 .0c m ， 高さ 4 .7'"""-'3 .2c m 。 口緑町iiはすべて内

。llHζ巻き とむ。 ao，al， a3， bo， biJ b2， b3の7手法があるが，それらのうち bo，ao， alが全体の86
気づを占めているo aiJ a3， bb b3 手法の杯A II は箆明きが粧l く ， 磨きの IIJ~ががJ 3 mmのお，í~ ikをな

すものが多い。11は底部内i1Li，口綾部外国lζ ロクロ初日でを施し，底部外LIntcロクロ箆削りをお

* 暗文は一般的な箆磨き とは区別され，ここで
は放射暗文，連弧暗文，螺旋暗文を呈するものに

ri.良って用いる。放射暗文は底部内面の中心から

口縁端に向っ て車!問状につけるものが，7世紀

の手法である。8世紀のものでは，底部の周縁

から口縁に傾斜してつけている。いうまでもな

く，SD485ではすべて後者である。連弧暗文は

主として口縁部内面に連続する弧線を施すもの

をいう 。 7世紀には結節部で・小さな Jレープをな

すが，8世紀ではまれにしかノレープがない。螺

旋暗文は底部，口縁部に渦状に描 くも の。SD485

では主として底部中央に限定されている。

料 日音文の記述は煩雑さを退けるため，組合せを

十であらわし，内面の底部から口縁部の)1鼠にそ

れぞれの暗文を表記する。
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